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９
５
０
年
の
歴
史
を
誇
る
出
雲
伊
波

比
神
社
の
流
鏑
馬
は
、
流
派
に
よ
る
武

芸
で
は
な
く
地
域
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

祭
り
と
し
て
の
流
鏑
馬
で
、
古
式
ゆ
か

し
い
式
次
第
に
よ
っ
て
進
行
す
る
の
が

特
徴
で
す
。
毎
年
春
と
秋
に
行
わ
れ
、

秋
の
流
鏑
馬
は
15
歳
前
後
の
少
年
が
射

手
と
な
り
、
祭
り
の
日
ま
で
禊
を
繰
り

返
し
流
鏑
馬
に
の
ぞ
み
ま
す
。
春
の
流

鏑
馬
は
、
７
歳
前
の
幼
な
子
が
射
手
と

な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
地
域
か
ら
選
ば

れ
た
子
ど
も
が
矢
を
放
ち
、
地
域
が
安

ら
か
で
あ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

　
秋
の
流
鏑
馬
を
行
う
馬
は
、
３
つ
の

当
番
区
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
先
頭
を

走
る
一
の
馬
は
白
で
源
氏
、
続
く
二
の

馬
は
紫
で
藤
原
氏
、
最
後
の
三
の
馬
は

赤
で
平
氏
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
乗
り
子
で
あ
る
射
手

が
少
年
で
あ
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
く
、
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
若
武
者

が
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
弓
を
射
る
姿
が

観
客
を
魅
了
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

流
鏑
馬
の
乗
り
子
の
親
子

稲
垣
博
也
さ
ん
・
結
平
く
ん

　
「
私
の
息
子
は
、
今
年
の
流
鏑
馬
で

一
の
馬
の
乗
り
子
を
務
め
ま
し
た
。
小

学
５
年
生
か
ら
３
年
連
続
で
乗
り
子

を
務
め
ま
し
た
が
、
事
故
な
く
大
役
を

務
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
息
子
と
同
じ

く
流
鏑
馬
の
乗
り
子
を
務
め
ま
し
た

が
、
親
子
二
代
で
流
鏑
馬
の
乗
り
子
を

務
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
息
子
の
乗
り
子
は
今

回
で
終
わ
り
ま
す
が
、
次
は
孫
に
期
待

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

歴
史
と
文
化
の
香
り
、

漂
う
。

新
し
き
、
住
み
や
す
き
町

歴
史
・
文
化

Rich in history and culture. 
Yabusame (horseback archery) at Izumo 
iwai Shrine is a traditional custom dating 
back 950 years. Ceremonies are held 
every year in spring and autumn. The 
archers for the autumn event are young 
boys of around age 15, and the archers 
for the spring event are children younger 
than 7. Riders of such young age are 
rare throughout Japan, and spectators 
are captivated by seeing these youthful 
and innocent archers deftly shoot while 
mounted atop galloping steeds.

出
雲
伊
波
比
神
社
の
流
鏑
馬
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Atarashiki-Mura
Saneatsu Mushanokoji designed Atarashiki-Mura (“New Village”) to be an ideal community. It was moved to Moroyamamachi in 1939.

History and Folklore Museum
The museum collects materials related to the town’s history 
and culture, and engages in preservation and research.歴史民俗資料館

C O L U M N ここがいい！！

　町の歴史や文化のことを知りた
い時は、ここに行くといいよ。関連
資料を系統的に集め、保存・研究
している施設で、とても分かりや
すく教えてくれるんだ。また、テー
マを決めてそれらを展示・公開し
たり、講座や体験学習を開催する
など、町や地域に関心を持つ機会
を与えてくれる場所でもあるよ。

　明治末期から昭和初期に活躍した文豪・武
者小路実篤が、理想郷をめざして築いたのが

「新しき村」。九州ではじまったこの取り組み
は、昭和14年に毛呂山町に舞台を移します。
その精神は今も引き継がれ、村民が美術館の
運営や自給的な共同生活を送っています。

文豪がめざした理想郷
新しき村

Kamakura Kaido (Kamakura Highway)
Kamakura Kaido runs through the eastern portion of Moroyamamachi. 
These ancient roads are replete with history.

　「いざ鎌倉」で有名な
鎌倉街道が、町内東
部を縦貫しています。
街道筋には史跡が多
数残っているほか、街
道跡の保存状態が良
好で、当時の面影を
色濃く残していること
から、今も多くの歴史
ファンが訪れます。
　また、街道跡のある
大類地区の付近には
苦林野古戦場や川角
古墳群など歴史スポッ
トが点在しています。

当時の面影を残しています
鎌倉街道

Shishimai (Lion Dance)
A locally preserved custom, the Shishimai is performed in four 
districts every October: Tsuzuranuki, Orui, Takinoiri and Kawakado.

　かつては町内8か所で行われていたもので、五穀
豊穣や無病息災を祈願する地域信仰として、その土
地ごとに伝えられてきました。現在は、葛貫、大類、
滝ノ入、川角の４地区で、毎年10月に開催。地域
の力で守り継がれています。

守り継がれています
獅子舞の奉納


